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佐藤信著

『明日 の協同を担うのは誰か 基礎からの

協同組合論』

（日本経済評論社、 2014年、 230頁）

げている。

各章の内容を簡単に紹介すれば、第1章「協同

組合と協同」では、協同組合とは何かという説明

から入り、協同組合が持つ本来的な性質から、運

動体としての側面と事業体としての側面の二面的

福島大学 棚橋知春 性格があることが示される。また、なぜ協同組合

本書の概要

本書は、資本主義経済において特殊な組織体で

ある協同組合がどのような内的 ・外的条件でその

性格が変容するのか、また本来の目的を維持しつ

つ、運営を続けるためにはどうすれば良いかとい

う問題意織で、筆者の博士申請論文を基礎として

書かれている。 「シリーズ社会 ・経済を学ぶ」の

内の一冊と言うことで協同組合論の入門書といえ

る構成の本である。協同組合についての初歩的な

知識から、協同組合が社会経済的要因によりどの

ように性格を変えてきたか、日本の戦後の生協を

事例として具体的に学ぶことができる本となって

いる。本聾では、協同組合について事業体として

の側面と運動体 ・組織体としての側面の間に内部

矛盾が存在するが、これを統一するものが民主的

運営であるという視角から分析を行っている。以

下では本書の内容について紹介し、最後に若干の

コメントを加えたい。

本書の構成

本魯の構成は第 I部と第Il部に分かれ、第 I部

「協同組合の基礎理論」 （第1"'3章）で「協同

組合の基礎を学ぶための最低限の事柄を網羅」

し、協同組合の内部にある「矛盾をめぐる研究課

題の整理」している。第Il部「戦後生協の展開構

造と展望」 （第4"'11章）では 「生協に限定し

て、歴史的な経過と現在抱えている諸問題、将来

の方向性について整理」し、現在抱えている諸問

題としては、食糧問題 ・食品安全問題、組合員の

性格変化、役職員についての課題について取り上

が資本主義経済の中で生まれ、発展してきたのか

歴史的な経過を示した上で、今日の日本における

協同組合の現状が紹介されている。

第2章 「協同組合研究の焦点と到達点」では、

分析視角の枠組みについて説明している。従来、

協同組合研究では、協同組合の持つ運動と事業の

二面性から二元論的な対立として議論されること

が多かったが、本国では二面性を統一的に把握す

る視角として「矛盾論」的アブローチから分析が

なされている。この矛盾論的アプローチでは、上

記の二面性から生じる内部での対立を統一させる

手段として矛盾を用いている。矛盾は、片方を排

除することによって使用される敵対的矛盾と、双

方の調和の結果として存在し、実現自体が解決で

ある非敵対的矛盾の2つに区分されるとしてい

る。本書では対立する運動と事業の担い手をそれ

ぞれ組合員と役職員とし、両者の相互浸透による

他者の理解を基礎とした民主的運営により、非敵

対的矛盾を実現しているとする。

第3章「資本主義経済の発展と協同組合」で

は、協同組合が組織された歴史的背景を踏まえ、

協同組合が社会経済環境の変化により外部から影

蓉を受ける性質を内部要因として抱えていること

を指摘している。

以下、第Il部はこの第 I部を踏まえて、戦後の

生協を事例としてその展開が告かれている。第4

章、第5:l;!: 「生協の歴史展開 (1) . (2)」で

は、第2次世界大戦以降、現在に至るまでを大き

く4つに区分し、事業経営と組織運営の関連を矛

盾論的アブローチにより分析している（①45年

,....,55年、②55年,-..,70年、③70年,-..,30年代半ば
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（以上が第 4章）、④80年代以降（第 5

章）） 。各期において社会経済を背景とした組合

員運動の内容、事業形態の展開、そして運動と事

業との間の相互連関について分析されている。

第6I;I「生協の業態と個配事業」では、生協の

業態について特に1990年代以降急速に進展した

個配事業について事業 ・運動の両側面から分析し

ている。特に共同購入事業との比較において組合

員参加 ・不払い労働に着目して整理がされてい

る。

第7章「食祖問題と生協」では、生協事業の中

心となる食料品供給について、特に産直に注目し

て記述されている。生協では、食稲問題への対応

が運動の中心であったため、事業としても食糧供

給事業が生協事業の中心となってきた。そこでは

「安全 • 安心」が重視されてきたために生産者や

産地と結びついた産直事業が展開されてきた。し

かし現段階では低価格化が指向されていることも

明らかにされている。

第8章 「食品安全問題と生協の対応」では、生

協による食品安全の取り組みの変遷をその外部要

因となった社会情勢と関連させて特徴を明らかに

している。

第9章 「組合員の性格変化と生協組織」では、

社会全体と組合員の年齢 ・世帯構成、就業状態の

比較がされている。また、組合員の加入動機の変

化についても分析している。その結果として組合

員が多様化し、生協の 「企業化」 ・組合員の項月

客化」が進んでいることが明らかにされている。

第10章 「生協役職員をめぐる諸課題」では生

協における職員の問題として、賃金体系と人事教

育制度改革を中心にとりあげ、また役員問題とし

ては「生協私物化」 「粉飾決算」を事例として組

織運営問題を扱っている。この章ではこれらの問

題がそれぞれ職員と役員、常勤役員と組合員の間

の対立と統一という視点から分析されている。

第11章 「明日の協同の担い手」では、社会経

済の変化に伴い生協の担い手が変化し、その結果

参加意識の低下が進んだことを踏まえた上で、職

員・組合員それぞれの展望を示している。また、

協同組合の目的を果たすために、既存の協同組合

の枠組みを超えたNPOや社会的企業なども含め

た運動を「新しい協同」とし、その特徴について

考察している。

本書へのコメント

浅学非オな上に地域農業を研究してきた評者で

あるため、生協を事例にした本書に対して適切な

コメントをできる自信はないが、若干の感想を述

ペさせていただきたい。

本書はシリーズのタイトルにあるように、 「学

ぷ」という観点から、協同組合の性格の変遷を

様々な観点から追うことで、協同組合の理念と実

際上の課題を深く学ぶことができる。生協につい

て不勉強な評者でも一通りの論点に触れることが

でき入門に最適な一冊だったのではないかと感じ

ている。

さて、本書の特徴は協同組合を、外部との相互

関係をもつ運動ととらえ、かつ内部矛盾を抱える

存在として扱っていること、またその矛盾を統一

する仕組みとして、協同組合が持つ特徴である民

主的運営を重視していることの2点である。この

ことにより、とらえにくい生協の本質が理解しや

すくなっている。

本態では、生協運営の様々な段階で抱える共通

の大きな課題として組合員の多様化とそれに伴う

組合員の 「顧客化」、生協の 「企業化」を提示し

ている。多様化について中心的に触れられている

のは第9章であるが、ここでも多様化した組合員

の各層によって現在、具体的に何が生協へ求めら

れているのかについては直接的には触れられてい

ないことは残念な点である。生協と同様の問題に

ついて、腹協については自給的な農家と専業的な

大規模殷家、準組合員等でそれぞれ求めるものに
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_,, 

違いがあるとされ対応がされている。本書で生協

事業にとって重要であると指摘されているが、生

協組合員の多様化の具体的な内容を把握すること

が協同組合の研究にとってもまた、重要であろ

う。

また、本書のタイトルにあり、第11章で取り

上げられている協同組合にNPOや社会的企業も

含めた「新しい協同」が、現在の資本主義経済の

展開の中でよりよい社会のために重要であること

は言うまでもないことである。しかし目的や担い

手が重複している一方、 「共益 • 共助」と「公

益•公益」とそれぞれの組織形態が手段としても

つ特徴は異なる点については本書が協同組合を対

象にしていることもあってか触れられていない。

本書の成果を踏まえた上で、その違いがもつ意味

や意毅を把握しておくことは、多様化が進む担い

手や様々な条件をもつ地域にとって有意義だろ

う。実態の詳細な分析に加えて「新しい協同Jの

ように大きい枠組みで社会をとらえることは研究

上、重要である。大きな飛躍があるが、ある意味

では股村地域でのこれまで研究されてきた様々な

組織 ・団体は「新しい協同」との共通点を持って

いるのではないだろうか。牒協はもちろんのこ

と、従来の農業関連団体や機械利用組合などの組

織を広い視点でとらえることもできるのではない

だろうか。
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